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　　　飲酒に関連する西洋化生活習慣と二峰性に急増する乳がん発症率との関係
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要旨：生活習慣の西洋化とともに増加すると考えられている乳がんの発症率を、国の発表データをも
とにエコロジカル研究を行った。同時期と 10 年前の飲酒習慣または肥満率と年齢階層別の乳がん発
症率との相関関係を、乳がん同様にエストロゲンが関与する子宮体がんおよび西洋化食習慣が関与す
る男女の大腸がんとともに比較検討した。2005 年から 2015 年の乳がん発症率は、閉経前後にピーク
を有する二峰性のパターンで上昇しており、飲酒習慣と有意な相関が示された。急増する乳がん発症
率は、文献検索含め飲酒に関連する西洋化生活習慣が影響している可能性が示唆された。

A．目的
　日本人女性の年齢階層別乳がん発症率は、2005
年から 2015 年において、45 ～ 49 歳と 60 ～ 64
歳の年齢グループに 2 つのピークをもつ二峰性
の分布パターンで増加している 1）。そこで、この
ように増加する乳がん発症率と西洋化生活習慣
との関連を調べるために、乳がん同様にエスト
ロゲンが関与する子宮体がんおよび西洋化食習
慣が関与する男女の大腸がんとともに、飲酒習
慣または肥満率との関連として比較検討した。
B．方法
　国立がんセンターのがん情報サービス発表
（http://gdb.ganjoho.jp/graph_db/） の 2005 年
から 2015 年における女性の乳がん、子宮体がん
および男女の結腸がんのデータを利用した。ま
た、1995 年から 2015 年のアルコール飲酒率お
よび体格指数（BMI, body mass index）につい
て、国立衛生研究所の国民健康栄養調査のデー
タ（https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/
kenkou_eiyou_chousa.htm）を利用した。これら
より年齢階層別に、それぞれのがん発症率と同
時期または 10 年前の飲酒習慣（アルコール 1 日
20g 以上で週 3 日以上）と肥満（BMI25 以上）
の割合（％）との直線的相関関係を、ピアソン
相関係数により p<0.05 を有意として統計学的に
解析した。エコロジカル研究として報告する。
C．結果
　図 1 に、2005 年、2010 年、2015 年における女

性の乳がん、子宮体がん、結腸がんおよび男性結
腸がんの年齢階層別発症率（10 万人に対する人
数）を示す。乳がんは 45 ～ 49 歳と 60 ～ 64 歳
グループ（閉経前と閉経後）をピークとする二
峰性の、子宮体がんは 55 ～ 59 歳グループをピ
ークとする一峰性の発症率分布パターンを示し
ている。一方、結腸がんの発症率の分布は、男
女ともに年齢とともに増加するパターンを示し
ている。

　次に、飲酒習慣率と肥満率が 10 歳毎の年齢階
層別に発表されていることに合わせて、それぞれ
のがん発症率を 10 歳毎の年齢階層別に計算し直
し、各年齢階層で相関係数を算出した。2005 年
から 2015 年の 11 年分のがん発症率と同時期の
飲酒習慣・肥満率との相関および 10 年前の飲酒
習慣・肥満率との相関を求めた（n=11）。ただし、
2013 年の飲酒率は調査されていないため、該当
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箇所は 10 年分（n=10）で計算した。表 1 から 4
に、4 種類のがんについて相関係数と p 値を示す。

　このように、年齢階層別乳がん発症率は、50
歳以上において肥満率よりも飲酒習慣、さらに
は 10 年前よりも同時期の飲酒習慣と有意な正の
相関を示した。また、子宮体がんと女性の結腸
がんは飲酒習慣率と男性の結腸がんは 10 年前の
肥満率と部分的に正の相関がみられた。

D．考察
　以前の移民研究では、西洋化の生活習慣によ
り増加するがんの典型例として、結腸がんが挙
げられていた 2）。しかし、ここでも示されたよう
に、2000 年以降では結腸がん発症の増加は男女
ともに小さく、乳がん発症率が急増していること
が知られている。日本のコホート研究では、閉経
後の乳がんと西洋化した食事パターンとの関係 3）

が、閉経前では飲酒との関係 4）が示されている。
これらを考慮すると、本研究は、急増する乳が
んが飲酒に関連する西洋化生活習慣に関連して
いることを示唆しているものと考えられた。
E．まとめ
　国の発表データを用いた今回のエコロジカル
研究と文献的考察により、最近日本で急増する
乳がん発症率は、飲酒に関連する西洋化生活習
慣が影響している可能性が示唆された。
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